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能楽資料センター利用案内
＊閲覧日は週四日、月曜・火曜・水曜・木曜（祝日、年
末年始を除く）の午後一二時半より午後五時までです。ただし、大学の長期休暇中などには、閲覧業務を行わないことがあります。学外の方は事前にご予約下さい。
＊学生証、身分証明書（保険証・運転免許証などの住所
が記載されているもの）をお持ち下さい。
＊図書の貸出しは五冊まで、期限は一週間です。
〈編集後記〉　『武蔵野大学能楽資料センター紀要』第二九号をお届けする。例年にも増して今年度は多様な事業を展開することができた。それを反映するように、今号は二〇〇ページを超える大部なものになった。公開講座・能楽研究講座については、ご講演下さった能楽師と研究者の方々のご協力により、詳細な記録を掲載す ことができた（高松 岩城の両先生は論文化して下さった） とくに、本センター開設四五周年記念特別講座でご講演下さった本学副学長の池田眞朗先生には、企画の段階から 尽力頂い 池田先生 奇縁は特別講座の記録に詳しい。今年度から本センター非常勤嘱託となった坂東愛子氏 は、ノエル・ペリに関する論考 ご寄稿頂いた。
氏と高橋葉子先生と拙稿と、奇しくも明治期に関する論考が揃ったのは、近現代の研究に実績を重ねてきた本センターらしい内容と思われる。　
稲生雅治・惠子能楽振興基金の助成により、能楽研究講座
と狂言鑑賞会が充実したことを、感謝を込めて記し おきたい。前者は二〇一五年四月から〇六年九月 行った映画研究の成果を踏まえたもので、後者は本年度の狂言鑑賞会で囃子入り 〈朝比奈〉 〈法師ヶ母〉上演が可能になったことである。鑑賞会では会場全体が素晴らしい舞台に感動しつつ、本センターの開設四五周年を祝福して下さるように感じられた。　
今年度も様々な機関と個人の方から書籍・雑誌のご恵贈を
受けた。辻槙一郎氏から 戦前の能舞台・能楽堂が写っている絵はがきを多数頂戴した。これにも御礼を申し上げる。明治維新一五〇年となる二〇一八年の今 、これらの資料を用いて近現代の能楽の研究を推進できればと思う。　
田草川みずき先生・寺田詩麻先生を研究員に迎えるなどセ
ンターの構成員に若干の異動があり、この陣容で今年度は多様な事業を行った。いつも以上に、参加して下さった学生や一般の方の熱意、また、研究員・研究室員・非常勤嘱託の支援を心強く感じた。学内外の大勢 方から励まし 言葉 頂き、センターの一層の拡充に努める所存であ 皆様のさらなるご指導とご鞭撻を心よりお願い申し上げる。
  （三浦裕子）
